      和 歌       （田村ハルノ  謹詠）
また一つ  また一つとて  八十の坂
              登る坂道   止まるは何時
                                    （二００五年一月）
一つこえ  二つ迎えて  八十の坂
              恙なき身を   嬉しとぞ思う
                                   （二００三年一月）
また一つ  齢（よわい）重ねて  今日の日を
                      安けき心   持てて嬉しき
                                  （二００一年一月）
ときを追い  ときに追われつ  七十路を
                    越えてぞなおも   時と闘う
新しき  世紀の春を  寿ぎつ
              平らけき世と   なるを祈りて
                                 （二００一年元旦）
万葉に  詠まれし歌の  梅の花
                 眺めし花は   自然のままに
風流の  人の集いや   万葉の
               大宮人の    歌の競演
巣作りの  木探さむか   ひよどりの
                 過去に作りし   枝を調べつ
道行けば  風のまにまに  漂える
                 キンモクセイの   甘き香りよ
とりどりの  色を揃えて   鉢植えの
                 ベゴニア軒端に   競いて咲けり
作られし  大輪よりも   野路菊の
                 自然に育ちし   花のいとおし

大輪も  盆栽もあり   菊花展
              丹精こめし   ひととせの作
鮮やかな  黄一色に   大銀杏
              ひらりひらひら   落つるまたよし
十六夜の  月に誘われ   啼く虫の
               その声細し   初啼きなるや
巣作りの  木探さむか   ひよどりの
              過去に作りし   枝をしらべつ
咲き競う  色とりどりに   山茶花の
                花を愛でるや   鳥も着たりて
聖域の  中で育ちし   水仙は
               清く正しく   うつくしきかな
立ち退ける  屋敷の跡に   遺されし
                  石榴の赤く   熟したるなり
まん丸く  ふくれしつぼみ   お茶の木の
                   花となる日を   楽しみて待つ
諸人に  教え給うや   枝垂れ木の
             礼に始まり   礼に終わると
心こそ  こころ通わす   心なれ
              心にこころ   こころ与えよ
また一つ  未知なるものを   学びえて
                    今日の一日を   謝して寝らむ
一本の  紐より生まる   芸術は
                雅びともなり   花と結びて
災難に  あわじとしてか   この結び
                  厄除け益受を   祈りまつらん
霊域を  いやます荘厳   組み紐を
                結びて飾る   花房の精
念ずれば  お慈悲賜うや   観世音
                  詣でし人に   愛の遍く
紫の  花房徐々に   ふくらみて
             咲くを待たるる   ライラックの花
細き枝に  真白き花の   雪柳
               さやけく咲けり   まぶしきまでに
雪柳  白くさやかに  咲く花と
               桃花かれんに   咲き競いたり
道ゆけば  垣根にそびゆ   白木蓮
                  大輪の花   見事に咲きて
敷きつめし  舗装の道の   隙間より
                 ハコベ萌えたち   春うらら
空き地をば  我がもの顔に   野の花は
                  淡雪のごと   地表を埋めり
道の辺の  小さき空き地に   黄の布団
                 敷きたるがごと   タンポポの花
雑草の  生い茂りたる   空き地をば
              住みかとなして   トンボ舞いおり
青々と  色涼やかに   露草の
               一輪咲けり   真夏日の朝
短世を  わが世の夏と   謳歌せし
                蝉の哀れや   地に落つるまで
夏の間を  さやけく咲きし   浜木綿の
                 秋たちそめて   花は終わりぬ
えもいえぬ  花の衣や   寒あやめ
               師走の庭に   麗しく咲く
花咲きて  菊と見まがう   石蕗は
               同じ属とや   似るも宣なり
常緑に  赤き実つけし   万両は
               その名と共に   縁起よしとや
木漏れ日を  受けて育ちし   竜のひげ
                    青き玉の実   つけ初めにけり
彼岸花  終わりし後に   葉の出でて
              またも人の目   楽しますらん
石蕗の  太き花芽の   先につく
             つぼみ数あり   咲くぞまたるる
古株に  見事生えたる   きのこ群
               かわらたけとや   人の調ぶる
斑なる  幹麗しく   花梨の木
           蛇腹の如く   見ゆるぞおかし
久方に  ひよどり見えし   窓の外
               山茶花の花   ついばみてゆく
用終えて  水嵩増せし   ため池に
              魚ののどかに   泳ぎつつあり
ススキ穂の  アワダチ草と   群がりて
                 秋の風情の   一こまとなり
道の邊に  楚々と咲きたる   萩の花
                田の面を渡る   風にそよぎつ
枯れススキ  そよ吹く風に   靡きつつ
                 去り行く年に   逆らいもせで
ひけらさす  知識のあらば   今のさま
                 悟りえてこそ   智者とはいはむ
世の中は  かくも醜き   ものなるか
               利害得失   あらわに出して
苦しみつ  一つの事を   為し得れば
               何にも勝る   喜びとなり
諸々の  しがらみ多き   人の世に
               迷わず生きる   道を求めて
夜の更けて  静寂のなかに   時刻を打つ
                   数の多きに   手をばとどめて
何時までか  この世に   生のある限り
                こころの訓え   守りてゆかむ
人ありき  述ぶる言の葉   少なしも
                噛みしめてこそ   味わいのあり
孤独なり  友となしたる   孤独なり
                そもまたいとし   孤独なり
逢い合うて  語れる人の   楽しさは
              疲れし心   ほぐれゆくなり
日に月に  経ちゆくときの   早きにて
                 早やひととせの   暮れとはなりぬ
夏雨に  育まれしか   鶏頭の
              色鮮やかに   墓をめぐりて
遠近に  立てし案山子に   守られて
               黄金の実り   見るぞ嬉しき
其々は  罪の意識の   なかりしか
              因果応報   あるを忘れて
歩みきて  歩み去り行く   我が心
               悔いも未練も   無きぞ嬉しき
                          （二十二年間の勤めを終えし時）
安らかに  眠りたまえや   方々に
               篤き御心   賜いてあれば
                             （今は亡き娘を想いて）
今は亡き  友の遺せし   歌のあり
               看護修行の   間々の思いを
                                  （二OO六年一月）
八十坂を  半ばこゆれば   病めるとも
                   自然に任せ   終を待つらん
                                  （二OO六年一月）
天地と  人の心に   育まれ
             八十有余の   幸ぞ嬉しき
                                （二〇〇六年五月）
年古りて  学べるものの   あることを
                 嬉しくもあり   有難しと思う
                                （二○○六年五月）
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  柳を詠める歌


万 葉 集

八一七

梅の花  咲きたる園の  青柳は


                 護にすべく  なりにけらずや

八二一

青柳  梅との花を  折りかざし


              飲みての後は  散りぬともよし

八二五

梅の花  咲きたる苑の  青柳を


               かづらにしつつ  遊び暮らさな

八二六

うちなびく  春の柳と  わが宿の


                梅の花とを  いかにか分かむ

一四三二

我が背子が  見らむ佐保道の  青柳を


                  手折りてだにも   見しめてもがも

一四三三

うち上る  佐保の河原の  青柳は


                  今は春べと   なりにけるかも

一八一九

うちなびく  春立ちぬらし  わが門の


                   柳の末（うれ）に  鶯なきつ

一八二一

春霞  流るるなへに  青柳の


               枝くひ持ちて   鶯鳴くも

一八四六

霜枯れし  冬の柳は  見る人の


                かづらにすべく  もえにけるかも

一八四七

浅緑  染（し）めかけたりと  見るまでに


                     春の楊（やなぎ）は   萌えにけるかも

一八五一

青柳の  糸の細（くは）しさ  春風に


                    乱れぬい間に   見せむ子もがも

一八五二

ももしきや  大宮人の  かづらける


                 しだり柳は   見れど飽かぬかも

一八五三

梅の花  取り持ち見れば  わが屋前（には）の


                    柳の眉し   おもほゆるかも

一八五六

わがさしし  柳の糸を  吹き乱る


                風にか妹（いも）が   梅の散るらむ

一八九六

春されば  しだり柳の  とををにも


                 妹（いも）は心に   乗りにけるかも

一九〇四

梅の花  しだり柳に  折り雑（まじ）へ


               花に供養（そな）へば   君にあはむかも

（注）八一七・八二一・八二五・八二六の四首は梅花の歌にもあり





















http://www.gion1224.jp     くすのき書院ローレル（すさのお・Apollo）              田村ハルノ謹選「万葉・古今の和歌」

2

３

http://www.gion1224.jp     くすのき書院ローレル（すさのお・Apollo）              田村ハルノ謹選「万葉・古今の和歌」




